
男女雇用機会均等法の施行から40年、これまでに男女格差の解消に向けて様々な取組が行

われてきました。一方、「女性活躍」という言葉に対し、「モヤモヤ」や「聞き飽きた」
といった違和感を抱える人もいます。このセミナーでは、調査データに基づきその実態と
背景を理解し、アカデミアを含め、私たちが未来へ明るい展望を持つためには何をすれば
よいのかを考える機会を提供します。

講師 小林 祐児 氏 /パーソル総合研究所主席研究員

上智大学大学院総合人間科学研究科社会学専攻博士前期課程修了

NHK 放送文化研究所に勤務後、総合マーケティングリサーチファームを
経て、2015年よりパーソル総合研究所に勤務。労働・組織・雇用に関す
る多様なテーマについて調査・研究を行う。

専門分野は人的資源管理論・理論社会学

著作に『職場の対話はなぜすれ違うのか』（光文社）、『罰ゲーム化す
る管理職』（集英社インターナショナル）、『リスキリングは経営課
題』（光文社）、『学びをやめない生き方入門』（テオリア）、『残業
学』（光文社）など多数。

開催日時 令和8年3月26日(木) 12:15~13:15

会場
摂南大学牧方キャンパス8号館 8307教室 (第２会場)

対象者 令和8年度大会参加者 申し込み 不要

主催・お問い合わせ 日本植物病理学会ダイバーシティ推進委員会
psj_diversity@ml.affrc.go.jp

日本植物病理学会 第4回「ダイバーシティ推進セミナー」

日本の女性活躍の「モヤモヤ」はどこからくるのか
~アカデミア活性化のために~

［ランチボックス提供（個数に限りあり）/ 飲食持ち込み可］

【対面】

ZoomミーティングID: 828 7026 8721
パスコード: 266496

【ウェブ】
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